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マタイ福音書の構造分析をしています。8:1-4と8:14-17を組み
合わせた段落と、9:18-26の段落の並行を見ています。どちら
もレビ記の汚れを清める教えが癒しの背景にあり、しゅうと
めも会堂管理者の娘もイエスが手を置いていやしています。
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マタイ福音書8-9章の癒し物語は、複数の視点から互いに並行や対比が行われている興味深い構造を持って
います。特に8:1-4（らい病人の清め）と8:14-17（ペテロのしゅうとめの癒し）を一つのまとまりとして見
たとき、9:18-26（会堂管理者の娘の回復と出血の女の癒し）との間にいくつかの明確な共通点・相違点が見
られます。以下、その並行関係やレビ記の「汚れ」の背景、さらに「手を置く」行為に焦点を当てて整理し
てみます。

1. レビ記の清めの教えとの関わり  

1-1. らい病の清め（マタイ8:1-4）  

レビ記13–14章 に規定されたらい病の診断と清めの手順が背景にあると考えられます。
らい病人は公的に「汚れ」とされ、共同体の外に追いやられ、隔離される立場にありました。
イエスがらい病人に手を触れて「清くなれ」と宣言し（8:3）、さらに「祭司に見せなさい」（8:4）と
言われるのは、旧約の清めの制度を尊重しつつも、イエス自身が“汚れ”を超克する権威を持つことを明
示する場面です。

1-2. 会堂管理者の娘と出血の女（マタイ9:18-26）  

この物語の中心には「死」と「血」が描かれます。
死体に触れることは、レビ記・民数記の規定（レビ21:11、民数19:11など）によって「汚れ」と
結びつく。
長血を患う女性（出血の問題）はレビ記15章の不浄規定に絡み、血液の流出は汚れを引き起こす
とされました。

したがって、らい病人に触れる、死体に触れる、出血の女性に触れられる という一連の行為は、イエ
スがレビ記の「汚れ」の規定を破棄するわけではなく、むしろその「汚れ」を無効化してしまうほどの
清めと権威をもつことを強調していると読めます。

2. 「手を置く」「触れる」行為と並行関係  

2-1. ペテロのしゅうとめ（マタイ8:14-17）  

イエスが「彼女の手に触れられると、熱がひいた」（8:15）という言葉が特徴的です。



通常であれば「接触＝汚れを受ける」可能性があるはずですが、イエスの「触れ」は汚れを受けるので
はなく、清めと回復を与える方向に働きます。
彼女は「起き上がって（ἐγέρθη）イエスをもてなした」という動作で終わる。ギリシャ語では「立ち
上がる（エゲイロー）」が使われており、後の復活物語を先取りするような表現にもなっています。

2-2. 会堂管理者の娘（マタイ9:18-26）  

9:25で「イエスはその手を取り（ἐκράτησεν τῆς χειρὸς αὐτῆς）、少女は起き上がった（ἠγέρθη）」と
あります。
ここでもイエスの直接の接触が媒介となって、少女の「死」が「生命」に変えられます。
ペテロのしゅうとめの「癒し」と娘の「生き返り」は、どちらも「手に触れる／手を取る」という行為
と「起き上がる（エゲイロー）」という動作が共通し、象徴的に並行していると見ることができます。

3. 文学的構造：マタイ8–9章における九つ（あるいは十）の
奇跡

 

マタイ8–9章には、しばしば三つの三連の奇跡（合計九つ）として整理される構造があると指摘されます。
ただ、数え方によっては「十の奇跡」とも言われますが、代表的には以下のような配列が考えられます。

1. 第一の三連（8:1–17）
1. らい病人の清め (8:1-4)

2. 百人隊長のしもべのいやし (8:5-13)

3. ペテロのしゅうとめのいやし (8:14-17)

ここで「イエスは実に病を負い、患いを担うメシアである」(8:17にイザヤ53:4引用) とまとめる。
（弟子の従順に関する短いエピソード8:18-22がはさまる）

2. 第二の三連（8:23–9:8）
1. 嵐を静める (8:23-27)

2. ガダラ人の地域の悪霊追い出し (8:28-34)

3. 中風の人のいやし (9:1-8)

（9:9-17でマタイの召命と断食の問答が入る）
3. 第三の三連（9:18–34）

1. 会堂管理者の娘の回復と出血の女 (9:18-26)

2. ふたりの盲人 (9:27-31)

3. 悪霊につかれた口のきけない人 (9:32-34)

こうして見ると、8章の前半の「汚れを清める」要素が強い三つの奇跡と、9章後半の「汚れ・死・病」を超
克する三つの奇跡が相互に対応していることがわかります。特に、8:14-17と9:18-26を比べたとき、「手を
触れる（あるいは取る）」「女性の家族がいやされる（母 vs. 娘）」「起き上がる（立ち上がる）」といっ
たモチーフが繰り返されるのです。

4. 神学的・文学的意義



4. 神学的・文学的意義  
1. イエスの権威と清めの力

レビ記の汚れの規定は、当時のユダヤ社会において相当重く受け止められていました。
にもかかわらずイエスは、触れても“汚される”のではなく、むしろ“汚れを清める”。この逆転が福
音書のテーマの一つ（イエスの超越的な権威）を鮮明にします。

2. 「手を置く」という行為の象徴性
ユダヤ教の伝統では、祭司や預言者が手を置く行為は祝福や権威の移転などを意味しました
（例：民数27:18-23など）。
マタイ福音書では、イエス自身が直接「手を触れ」て癒し・清めを行い、まさに神の権威がイエ
スを通して直接的に示されることを強調しているように見えます。

3. 「起き上がる（立ち上がる）」のモチーフ
ペテロのしゅうとめは「熱がひいて起き上がった（8:15）」。会堂管理者の娘は死から「起き上
がった（9:25-26）」。
どちらもギリシャ語で ἐγείρω（エゲイロー）が用いられ、「立ち上がる」「起き上がる」「よみ
がえる」の意味を持ちます。
これはイエスの復活にもつながる言葉遣いで、癒しや奇跡が単なる身体の回復にとどまらず、より
深い霊的・終末的な「新しいいのち」に関わる出来事であることを示唆します。

4. 三連構造とメシア的活動の広がり
8:1-17では「汚れ」からの清めを中心に、9:18-26では「死」と「血」という究極的な汚れにまで
踏み込みます。
「しゅうとめ」も「会堂管理者の娘」も女性の家族であり、当時は弱い立場とされた人々です。
イエスが触れて癒すことで、社会的にも疎外されがちな人々に神の国の恵みが及ぶことを描き出
しています。

5. まとめ  
並行関係: 8:1-4と8:14-17を合わせた段落（らい病人の清め＋ペテロのしゅうとめの癒し）と、9:18-26
（会堂管理者の娘の回復と出血の女の癒し）は、ともにレビ記が示す「汚れ」概念を背景にした物語群
で、イエスが手を置く／触れる行為を通して“逆転”を起こす点で明確な対応を見せます。
文学的効果: マタイは8-9章を通して、「イエスは汚れを上書きし、究極的には死さえも打ち破るメシ
ア」であることを段階的かつ繰り返し示し、読者にイエスの権威と恵みを強く印象づけようとします。
神学的含意: 汚れに触れても汚れないばかりか、むしろ清めをもたらすイエスの姿は、旧約の清めの枠
組みを尊重しつつ、その完成者としてのメシア性・神性を表しています。そこには、罪や死よりも強い
神の力、そして人々を「起き上がらせる」救済が示唆されていると読めます。

こうした構造的・神学的視点から見ると、マタイ福音書8:1-4・8:14-17と9:18-26の間には、レトリックだけ
でなく神学的メッセージを強調する意図があるといえるでしょう。イエスがご自分の権威と慈しみによっ
て、あらゆる汚れ・死をも清め、命へと導くメシアであることを、マタイは物語の「並行」や「繰り返し」
を通して際立たせているのです。



「らい病」という言い方は差別用語だと言われていますので、今後は「ツァラアト」
と表現してください。
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承知しました。聖書文脈においては、「ツァラアト」（צָרַעַת）と呼ぶようにいたします。従来「らい病」と
して訳されることが多かった箇所については、今後は「ツァラアト」の用語を使用して解説いたします。

死体に触れることもレビ記で規定されていることを忘れてま
した。ありがとう。
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どういたしまして。レビ記や民数記などの清めの規定は、「ツァラアト」だけでなく、死体に触れることに
ついても詳細に取り扱っていますよね。たとえば、レビ記21章や民数記19章などで、死体に触れた者の汚れ
や、それを清める方法が規定されています。

マタイ福音書では、イエスが死に直面したり、汚れとされていた人々に触れたりする場面が繰り返し描かれ
ることで、当時の清めの制度を超越する救済の権威が示されている、という文脈が強調されていると思いま
す。こうして旧約の背景を知っておくと、福音書におけるイエスの行動の意味が一層鮮明になりますね。

「マタイ福音書では、イエスが死に直面したり、汚れとされ
ていた人々に触れたりする場面」をリストしてください
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マタイ福音書のなかで、イエスが「死に直面する」あるいは「汚れとされていた人々（レビ記の規定上、不
浄とされる状態）に触れる」場面を、主なものに絞ってリスト形式で示します。以下の箇所では、当時のユ
ダヤ社会で「汚れ」とされていた状況や死体への接触が登場し、イエスがそれらを清め、また死を打ち破る
権威を示していることが分かります。

1. ツァラアトを患う人への接触（マタイ 8:1-4）  
場面: ツァラアト（旧来「らい病」と訳されてきた）と診断された人が「主よ、お心一つで、私を清く
していただけます」と願い出る。
イエスの行動: 直接手を触れ、「清くなれ」と宣言して癒す（8:3）。
汚れの背景: レビ記13–14章では「ツァラアト」の人々が汚れた者とされ、隔離される規定がある。イ
エスは触れることにより汚れを移されるどころか、清めを与える権威を示す。

2. 墓場に住む悪霊につかれたふたりとの対面（マタイ 8:28-
34）

 

場面: ガダラ人の地方で、墓場に住む悪霊つきのふたりがイエスを出迎え、叫び声を上げる。



汚れの背景: 墓のある場所（死体がある場所）は民数記19章などで接触を慎むべき「汚れ」とされる。
また、悪霊（アカサルな霊＝「汚れた霊」）に取りつかれた状態も、ユダヤ的な感覚では不浄や社会的
排除と結び付きやすい。
イエスの行動: イエスは命じるだけで悪霊を追い出す。直接「触れる」行為は明示されていませんが、
墓＝死の領域とされる場面で対決し、解放を与える。

3. 長血を患う女性による接触（マタイ 9:20-22）  
場面: 12年間出血が止まらなかった女性が、イエスの衣のふさ（または裾）に触れる。
汚れの背景: レビ記15章では、出血（特に女性の継続的な出血）は儀式的汚れの対象となる。
イエスの行動: 女性から触れられる形ですが、イエスは汚れを受けるのではなく、逆に「あなたの信仰
があなたを救った」と宣言して癒す。清めと回復が起こる。

4. 死んだ少女への接触（マタイ 9:23-25）  
場面: 会堂管理者の娘が死んだと知らされるが、イエスは「少女は死んだのではなく眠っている」と言
い、家へ向かう。
イエスの行動: 「少女の手を取る（9:25）」という接触によって、その子は起き上がる（ἐγείρω）。
汚れの背景: 死体に触れることは、レビ記や民数記（例：民数記19:11-13）などで汚れに関する厳しい
制限が規定されていた。イエスは死体に触れ、「死」さえも清めと回復をもたらす権威を示す。

参考: その他の「汚れた霊」関連  

悪霊を追い出す場面（例：マタイ9:32-34、12:22-24、15:21-28、17:14-18など）
これらは必ずしもイエスが触れる描写が伴うわけではありませんが、「悪霊＝汚れた霊」と理解
され、イエスがそれらを追い払うことで清めと解放をもたらす権威を持つことが示されていま
す。

まとめ  
マタイ福音書には、ツァラアト（8:1-4）、血の不浄（9:20-22）、そして死体（9:23-25）という旧約
律法上の「汚れ」の典型が登場し、イエスが自ら手を置く・触れられる・触れることを許すことで救い
と清めをもたらす物語が描かれています。
特に9章前半で続く2つのエピソード（長血の女性と会堂管理者の娘）は、「血」と「死」という究極の
汚れ・穢れを克服するイエスの権威を強調しています。
これら一連の場面が示すのは、イエスによって汚れが清められ、死さえも命へと変えられるという福音
書の中心的なメッセージです。旧約の清めの制度を尊重しつつ、その頂点としてご自身の権威を明らか
にし、神の国が到来していることを示唆していると読むことができます。

癒しの「手」は、8-9章の特徴ですか？  



OpenAI o1  

1. 結論の概要  

マタイ8–9章には、イエスが手を伸ばす・触れる・相手の手を取るといった「手」にまつわる癒しの描写が
集中的に登場するため、確かにこれらの章の特徴的なモチーフの一つと言えます。ただし、マタイ福音書全
体を見渡すと、他の章にも同様の「手による癒し」「触れることによる癒し」の描写が存在します。そのた
め「8–9章にのみ限定された特徴」というよりも、「イエスの癒しにおいて重要な位置を占める身体的接触
（手を置く／触れる）描写」が、この二章で集中して描かれている、と理解できます。

2. 8–9章における「手」の描写  

マタイ8–9章の9つ（または10と数えられることもある）奇跡物語のうち、以下のように「手」による癒しが
特に目立ちます。

1. ツァラアトの人を癒す（8:1-4）
「イエスは手を伸ばして彼に触れ（8:3）…」
従来「らい病」と訳されてきたツァラアトの男性にイエスが直接手を触れる描写。

2. ペテロのしゅうとめを癒す（8:14-15）
「イエスは彼女の手に触れられた。すると熱がひいた（8:15）…」
病人に直接触れて癒すイエスの行為。

3. 会堂管理者の娘を生き返らせる（9:18-26）
「イエスは少女の手を取ると、少女は起き上がった（9:25）」
死体（汚れの対象）への直接的な接触と、それによる回復・生命の回復。

4. ふたりの盲人を癒す（9:27-31）
「イエスは彼らの目に触れ（9:29）」
「手」そのものの言及はないものの、やはり触れる行為による癒し。

このように8–9章では「手を伸ばす・手に触れる・目に触れる」といった直接的なフィジカル・タッチが連
続的に描かれます。

3. 8–9章以外にも見られる「手を使った奇跡」や「触れる」描写  

マタイ福音書全体を通しても、「イエスが手を使って奇跡を行う／触れる」描写は散見されます。たとえ
ば：

マタイ14:31 … ペテロが水の上を歩いていて沈みかけたとき、
「イエスはすぐに手を伸ばして（ἐκτείνας τὴν χεῖρα）彼をつかまえ…」
とあり、イエスが手を差し伸べる場面が強調されます。
マタイ20:34 … ふたりの盲人の目を開く奇跡
「イエスは深く憐れんで、彼らの目に触れられた。するとすぐ彼らは見えるようになり…」



つまり、触れる・手を置く・手を取るという行為は、マタイ福音書全体で重要な癒しの様式として描かれま
す。ただし、8–9章では「一連の奇跡物語」のまとまりの中で特に集中的に描写されるため、「手に触れる
／手を伸ばす描写の密度が高い」という意味で、8–9章は特徴的と言えるでしょう。

4. なぜ8–9章で「手による癒し」が強調されているのか  

1. “汚れ”を上回る清めの力の表現
ツァラアトの人、死体、不浄状態の女性など、旧約律法上「汚れ」とされる対象に直接触れる。
イエスは汚れを移されるのではなく、逆に清めと回復をもたらす権威を見せる。

2. 「触れる」ことで示されるイエスの慈しみと権威
当時の多くの指導者や社会常識では、汚れのある人に触れることは忌避されていた。
あえて触れることで、「病を負う者に寄り添い、隔離や差別ではなく、直接的な愛と救済の行為
をもって迎えるメシア像」を強調している。

3. 読者への神学的強調
マタイ福音書8–9章には、三連構造の奇跡のまとまりが繰り返し組み込まれており、イエスがメシ
アとしての権威を公に示す重要な箇所。
そこで、触れる行為を通じた「目に見える形での」癒しが繰り返し登場することで、読者にイエ
スがもたらす神の国の力を視覚的・具体的に訴えています。

5. まとめ  

8–9章における「手」による癒しは非常に顕著
ツァラアトの人への接触（8:3）、ペテロのしゅうとめへの接触（8:15）、出血を患う女性・死ん
だ少女への接触（9:20-25）など、短い範囲に集中して登場します。
これにより、イエスが「汚れ」「死」という問題を直接乗り越えるメシア的権威を強く印象づけ
る構成になっています。

ただし、マタイ福音書全体で見ても“手を伸ばす・触れる”行為は重要な癒しの手段
8–9章に限らず、14:31や20:34などでも描かれており、イエスの奇跡・慈しみを具体化する重要な
モチーフです。
特に8–9章は「一連の奇跡物語」が集中的に並べられているため、「手による癒し」のシーンがま
とまって目立つ形で示されていると言えます。

言い換えれば、8–9章は「手による癒し」モチーフが非常に集中する“特徴的な箇所”ですが、マタイ福音書
におけるこのモチーフそのものは他の章にも現れる、継続的に重要な要素だと言えるでしょう。

ペテロのしゅうとめは、病ですが、汚れではないようなので
すが。熱病に何か意味があるのでしょうか？
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1. はじめに  



確かに、ペテロのしゅうとめ（マタイ8:14-15）が患っていた「熱病（熱があった）」は、旧約律法の規定上
儀式的な汚れには該当しません。ツァラアト（עִניְןָ אַחֵר）や死体に触れる行為（民数19章）などのように、
「汚れ」として明示的に扱われる病気とは異なります。

では、なぜここで「熱病」にわざわざ注目が集まるのか、あるいは何か特別な意義があるのかを整理してみ
ましょう。

2. 旧約における「熱病」と汚れの区別  

1. 汚れには当たらない疾患
レビ記や民数記で取り上げられる儀式的不浄（ツァラアト、出血、死体など）に「熱病」は含ま
れません。
「熱病」は身体的な病気であっても、「穢れ（タメ、טָמֵא）」とは異なる領域として理解されてい
ました。

2. 熱病は聖書の呪いリストにも登場
たとえば、申命記28章22節などには「主は病気をもってあなたを打たれる。その中には…熱病、
炎症…がある」というような形で「呪い・罰としての病気」と列挙される場合があります。
しかし、これらは儀式的な汚れというより、神の裁き・呪いの一種として理解されており、レビ
記的な「清浄・不浄」の制度とは区別されるものです。

3. マタイ福音書8:14-15が示すポイント  

3-1. 汚れ・死・病を包含する「癒しと回復」の流れ  

マタイ8–9章では、一連の奇跡物語によってイエスの権威が示されます。

ツァラアト（8:1-4）: 儀式的不浄の代表例。
百人隊長のしもべ（8:5-13）: ユダヤ人ではない（異邦人）のしもべ。
ペテロのしゅうとめ（8:14-15）: 熱病で伏せっていた女性（社会的弱者とまではいかなくても、ケアが
必要な人物）。
…

会堂管理者の娘（9:18-25）: 死体への接触という究極の汚れの領域。

このように多彩な状況の「病・苦悩」にイエスが関わり、それぞれを解放する大きな流れの中で、ペテロの
しゅうとめの熱病の癒しが置かれています。熱病自体は汚れの範疇ではないものの、「あらゆる苦悩に対処
できるメシア」の姿を強調するエピソードとして意味をもっていると言えます。

3-2. イエスの「手」による直接的な癒し  

マタイ8:15「イエスは彼女の手に触れられた。すると熱がひいたので、彼女は起き上がり、イエスをも
てなした。」
「イエスの手による接触」によって、即時的に回復が起こるというパターンは、同じ8–9章内でも重要
なモチーフです（ツァラアトの清め、会堂管理者の娘、盲人への触れなど）。



当時の社会では、女性（しゅうとめ）にわざわざ触れて癒すことはそれなりに目立つ行為でもあったか
もしれません。そうした行為を通して、社会的・身体的弱者や病人に対するイエスの慈しみと権威が鮮
明に示されます。

3-3. 「起き上がって仕える」動作と復活モチーフ  

「彼女は起き上がって（ἐγέρθη, エゲルテー）イエスをもてなした」（8:15）
この「起き上がる（ἔγειρω, エゲイロ）」という動詞は、福音書において“復活を暗示”する用法でもあ
ります。
つまり、単なる風邪の快復ではなく、“生き生きと活動できる状態へと立ち上がる”という鮮明な転換を
見せており、後の死者の復活物語（9:25やマタイ28章など）を先取りするかのように描かれています。

4. 熱病の文学的・神学的意義  

1. イエスの包括的な癒しの権威
ツァラアトのように「汚れ」扱いされるものだけではなく、「熱病」「悪霊つき」「身体の機能
不全」「死」など、あらゆる病と苦しみに対してイエスが権威を行使できることを示す。

2. 身近な日常的苦痛への救い
大きな奇跡（ツァラアトの清め、死人の蘇生など）だけでなく、比較的「ありふれた」病に対し
ても、イエスは憐れみをもって迅速に対応された。
こうした身近な病（熱病）に対する癒しは、神の国が日常生活の場にも及ぶことを示唆し、読者
に「神の御業はどんな人のどんな病にも触れる」という慰めと希望を与えます。

3. 弟子たちとの関係性
ペテロのしゅうとめが癒されることで、ペテロをはじめ弟子たちの生活そのものにも神の国の力
が働いていることを示唆。
家族までもイエスの恵みと力にあずかるという、弟子共同体の“拡がり”を感じさせる要素とも言え
ます。

4. マルコ、ルカとの比較
マタイと並行箇所であるマルコ1:29-31、ルカ4:38-39を見れば、同様に熱病で苦しむペテロの
しゅうとめを「イエスが近寄り、手を取り起こす（または叱りつける）」という形で記していま
す。
マタイでは特に「手を触れられる」と表現する点に、イエスの権威と愛の具体的表現が強調され
ているように読めます。

5. まとめ  

ペテロのしゅうとめの熱病は、レビ記的な「汚れ」には該当しない疾患です。
しかし、マタイ8–9章で「イエスが手を伸ばして病と弱さを克服する」一連の奇跡群の一部として、こ
の熱病の癒しが位置づけられています。
神学的には、単なる“汚れ”の克服に留まらず、あらゆる病・痛みに救いが及ぶこと、さらには「起き上
がる」という表現を通じて命の回復（復活）への暗示が示されている点が重要です。



また、身近な病への癒しは、イエスの権威が生活の場に深く入り込むことを象徴し、読者に対して「神
の力はどんな人・どんな状態にも働き得る」という希望をもたらします。

要するに、熱病そのものは清浄・不浄の枠組みとは直接関係ありませんが、イエスの「手」による癒しの重
要な一幕として、神の国の到来を家庭内・日常の中にまで示すエピソードとして意義付けられていると言え
ます。

預言者エリヤやエリシャの奇跡を連想しますね。  
OpenAI o1  

確かに、マタイ8–9章のイエスの奇跡物語には、旧約の預言者エリヤやエリシャが行った奇跡を想起させる
場面が多々あります。とりわけ「病の癒し」「子どもの生き返り」といったテーマにおいて類似点が見られ
るので、以下に簡単に整理してみましょう。

1. エリヤとエリシャの奇跡との対応  

1-1. 死者の生き返り  

エリヤがザレパテの未亡人の子を生き返らせる場面（列王記第一17:17-24）
やもめの子が病気で息が絶えたあと、エリヤが三度体を重ね、祈りによって息子を蘇生させる。
この行為が「死んだ子どもに直接関わり、神の命を呼び戻す」という象徴的なエピソードとして
知られる。

エリシャがシュネム（シュネムの女）の子を生き返らせる場面（列王記第二4:18-37）
エリシャもまた子どもの上に体を重ね、口を口に合わせ、温めるようにして甦らせる。
エリヤとエリシャはいずれも「直接的な身体的接触」と「祈り」によって奇跡が起こる、という
点が共通。

1-2. ツァラアトの清め  

エリシャとナアマン将軍（列王記第二5章）
アラムの将軍ナアマンがツァラアトに侵され、エリシャの指示通りヨルダン川に身を浸すことで
癒される。
この物語では預言者本人の「タッチ」はないものの、預言者の「言葉」と「神から与えられた権
威」によってツァラアトが清められる点が、イエスがツァラアトの人を（マタイ8:1-4などで）言
葉と接触で清める奇跡と対応していると捉えられます。

2. イエスの奇跡と類似点・相違点  

2-1. 直接的な身体の接触  

エリヤやエリシャは、「子どもの上に身を横たえる」「目と目、口と口を合わせる」など、当時としてはか
なり大胆な身体的接触を用いて奇跡を行っています。



イエスの場合: 「手を取る」「手に触れる」という形での接触が多く描かれ（マタイ9:25など）、より
簡潔で、権威ある行為として示されます。

2-2. 媒介と祈りの有無  

エリヤやエリシャは、神に対して真摯に祈りを捧げ、神の力によって奇跡がなされるという構図が強調され
ます。

イエスの場合: 「天の父に祈り求める」場面よりも、「イエスご自身が命じる・触れる・語る」ことで
直接的に奇跡が起こるという描写が印象的。

旧約の預言者たちが神との仲介者であったのに対し、福音書ではイエスの権威がより直接的・唯
一的に示されると言えます。

2-3. メシア的権威と旧約預言者の継承  

エリヤやエリシャは、旧約において「奇跡を行う預言者」として特に目立つ存在でした。マタイ福音書のイ
エスの奇跡は、彼らを想起させる要素がありながらも、イエスがそれ以上の存在（メシア）であることを強
調する構造になっています。

イエスの奇跡は単に「神の人」の力というより、神の国の権威をもたらす“成就の時”を示すものとして
描かれます。

3. 神学的・文学的意義  
1. 旧約預言者の伝統を踏まえた上でのイエスの超越性

エリヤやエリシャの物語を連想させることで、イエスが旧約の偉大な預言者たちの延長線上に立
つ方であることを読者に思い出させる。
そのうえで、イエスは「それらをはるかに超える権威・存在」であることを物語全体で示してい
く。

2. “命を与える”神ご自身の働きの顕在化
エリヤやエリシャはあくまでも神の僕・神の人という役割。
イエスは、直接「少女の手を取って起こす」「ツァラアトの人に触れて清める」などの行為を通
し、神の命がイエスご自身の行動を通してダイレクトに顕現する様子を見せる。
その意味では、旧約の奇跡がイエスの奇跡に先行する“型”となり、イエスにおいて「完成」されて
いるという視点もあります。

3. 読者に対する“モーセ＋エリヤ”のイメージ
マタイ福音書全体では、イエスの生涯を「第二のモーセ」と位置づける解釈がよく指摘されます
が、奇跡の面ではエリヤやエリシャのモチーフが重ね合わせられることも多いです。
こうした複合的な旧約預言者のイメージを踏まえて、「イエスこそが真のメシアであり、神の子
である」という結論へ導くのがマタイの神学的意図だと考えられます。

4. まとめ  



マタイ8–9章の奇跡の記述を読むと、エリヤやエリシャの「死者の蘇生」「ツァラアトの清め」を思い
出させる要素が随所に見受けられます。
しかし、旧約の預言者が神の力を仲介していたのに対し、イエスはご自身の権威でもって直接人々に触
れ、命と清めをもたらしている点が際立ちます。
こうした旧約との連続性と差異を味わうことで、マタイ福音書が提示する「イエスの超越的メシア性」
がより浮き彫りになっているのです。

イエスの奇跡は、エリヤ・エリシャの奇跡を想起させながら、さらにそれを“完成・上回る”ものとして読者
に示唆し、神の国の現実を提示していると考えられますね。

ペテロのしゅうとめの熱病は、申命記28:22と同じ病ですか？  
OpenAI o1  

聖書本文を直接比較すると、申命記28:22の「熱病」とマタイ8:14-15のペテロのしゅうとめの「熱病」が、
同じ病気であるとは断定できません。以下に詳しく見ていきます。

1. 申命記28:22の「熱病」とは  

1-1. ヘブライ語本文  

申命記28:22で挙げられる「呪い」の一覧には、「消耗病(肺病)」「熱病」「炎症」「腫物」などが含ま
れています。
ヘブライ語本文では「熱病」にあたる語が何かは、翻訳や校訂本によってやや異論があります。たとえ
ば「קַדַּחַת (qaddaḥat)」や別の形が指摘される場合がありますが、いずれにせよ「高熱」を伴う病の総
称的なニュアンスと理解されることが多いです。

1-2. 七十人訳（LXX）  

七十人訳ギリシャ語聖書（LXX）の申命記28:22では、「熱病」にあたる部分を πυρετῷ（puretō） と
訳しています。これは単に「熱」や「発熱性の病」を指す一般的なギリシャ語です。

2. マタイ8:14-15の「熱病」とは  

2-1. マタイ福音書のギリシャ語  

マタイ8:14では、ペテロのしゅうとめが「熱に侵されていた」ことを、ギリシャ語で πυρέσσουσα
（pyressousa） と表現しています。

これは「fever（熱病）」を意味する名詞 πυρετός（puretos） の動詞形「熱を発している」とい
う意味です。
要するに「高熱を出している」「熱病にかかっている」という、こちらもかなり一般的な表現で
す。

2-2. 旧約の「呪い」との直接的関連は記されていない  



申命記28章は、イスラエルが神の契約を破るなら、主がさまざまな病気・災害によって撃たれる  とい
う「呪いの宣言」の文脈です。
マタイ8章で描かれるペテロのしゅうとめの病が、「神の裁きの結果の熱病」であるかどうかについて
は、本文中で何の言及もありません。
むしろマタイ福音書の流れでは、「イエスがあらゆる病をいやす」「神の国の到来を示す奇跡」という
視点が強調されており、申命記28章の呪いとの直接の関連を意図している描写は見当たりません。

3. テーマ的・神学的に見た可能性  

3-1. 「熱病」自体は一般的な疾患名  

旧約・新約を問わず、「熱病」「発熱」は非常に一般的な病気の総称です。
そのため、同じ「熱病」という言葉が使われていても、必ずしも同一の原因や同一の状況を想定してい
るわけではありません。

3-2. 「呪いの病」の逆転というテーマ  

ただし、イエスが旧約律法下で「呪い」や「汚れ」とされてきたもの、あるいは神の裁きの象徴と捉え
られていた病をことごとく癒し、回復をもたらすという大きな神学的流れは認められます。
したがって、広い意味では「旧約で呪い・裁きの象徴とされる病を、イエスが打ち破っている」という
テーマ的・象徴的な読みは可能と言えます。
しかし、マタイ8:14-15自体が、ペテロのしゅうとめの病を「申命記28:22に記された呪いと同一視」し
ているわけではないのが文脈上明らかです。

3-3. 「母のような存在」への癒し  

ペテロのしゅうとめは、家族を世話する立場の女性ですが、それが「呪いを受ける罪人」であったとは
本文に示されていません。
むしろイエスは、信仰の有無にかかわらず、“身近にいる病人”に対して憐れみと権威をもって癒しを行
われる。
この点から見ると、「あらゆる病をも覆い清めるメシアの力」を示すのがマタイ8章後半の狙いであ
り、わざわざ申命記28:22を想起させる必要性はない、というのが自然な解釈です。

4. まとめ  
1. 用語的には同じ「熱」や「熱病」を指す言葉（ヘブライ語、ギリシャ語の一般語彙）が使われているた
め、ギリシャ語聖書（LXX）とマタイ福音書を比べると「同じ語根の言葉」が登場します。

2. しかし、マタイ8:14-15が申命記28:22の呪いの病を直接念頭に置いている、あるいは同一の病としてい
るとは言えません。マタイの記述には、そうした意図や言及がないためです。

3. テーマ的・神学的には、イエスが「旧約の裁きや汚れとされていた事柄を超克・回復させるメシア」で
あることを示すという大きな流れの一端として、「熱病の癒し」も含まれる可能性はあります。しか
し、それを「申命記28:22に言及している」とまで見るのは無理があります。



4. したがって、ペテロのしゅうとめの熱病を申命記28:22の呪いの文脈と「同じ病気」と断定する根拠は
聖書本文にはなく、単に一般的な「熱病」「高熱」として理解するのが自然です。

要約すると、ペテロのしゅうとめの熱病を、申命記28:22の「呪いの熱病」と直接結びつける根拠はない、
ということになります。もっと広い視点で見るならば、「神の裁きを含むあらゆる病や苦しみに対し、イエ
スが回復と救いをもたらす」という福音書全体のメッセージの一場面として捉えるのが妥当です。

"目の見えない者たちが見、足の不自由な者たちが歩き、ツァ
ラアトに冒された者たちがきよめられ、耳の聞こえない者た
ちが聞き、死人たちが生き返り、貧しい者たちに福音が伝え
られています。"マタイの福音書　11章5節　ですね

 

OpenAI o1  

おっしゃるとおりです。マタイ11章5節は、牢にいるバプテスマのヨハネが「来るべき方が本当にイエスか
どうか」を確認するために弟子たちを遣わした際、イエスが答えとして語った言葉にあたります。イエスは
そこで、旧約の預言（特にイザヤ書35:5-6や61:1など）を想起させる形で、

目の見えない者たちが見、足の不自由な者たちが歩き、
ツァラアトに冒された者たち（「汚れ」とされていた人々）がきよめられ、
耳の聞こえない者たちが聞き、死人たちが生き返り、
貧しい者たちに福音が伝えられている。

と述べ、これらの御業が 「メシアの到来」「神の国の現れ」 であることを示唆しています。

目の見えない者たちが見
足の不自由な者たちが歩く
ツァラアトに冒された者たちがきよめられる
耳の聞こえない者たちが聞く
死人たちが生き返る
貧しい者たちに福音（良い知らせ）が宣べ伝えられる

これらはイエスがマタイ8–9章などで次々と行われた奇跡と一致し、また旧約聖書において「終わりの日に
神が行われる贖いのわざ」として予告されていた出来事の実現です。イエスは、これこそが自分がメシアで
あることを証明するものであると語っているわけです。

参考: 旧約の預言との関係  

イザヤ35:5-6

そのとき、目の見えない人の目は開かれ、
耳の聞こえない人の耳は開けられる。
そのとき、足のなえた人は鹿のように跳び回り、
口のきけない人の舌は喜び歌う…

イザヤ61:1



神である主の霊が私の上にある。
主は私に油を注ぎ、貧しい者に良い知らせを伝え、
打ち砕かれた心を癒し、捕らわれ人に自由を、
繋がれている者に解放を告げ知らせるために…

イエスが行われた奇跡は、まさにこれらイザヤ書の成就と見なされ、神の国の到来が具体化した印として描
かれています。
また、「ツァラアトに冒された者たち（古くは『らい病人』と訳されてきたが、正しくはさまざまな皮膚疾
患を含むとされる）」がきよめられることも、当時としては旧約律法の『汚れ』からの解放を象徴する大き
なできごとでした。

要するに、マタイ11:5は、イエスが自らの活動と旧約の預言がどう対応しているかを要約する、非常に象徴
的な箇所だと言えます。

「マタイ福音書の三つの三連の奇跡」とは何を指しています
か？
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マタイ福音書8章から9章にかけて記される九つの奇跡（数え方によって十とされる場合もあります）を、3
つずつのまとまり（トライアド）に区分して読むという、学者の間でよく知られた構造分析のことを指しま
す。マタイはこれらの奇跡物語のあいだに弟子に対する教え（弟子志願者への説教や、マタイ自身の召命物
語など）を挿入しつつ、イエスの権威とメシア性を段階的に示していると理解されます。

三つの三連の奇跡の配列  

1. 第一の三連（マタイ8:1-17）  

1. ツァラアト（「らい病」と訳されてきた）を患う人のきよめ (8:1-4)

2. 百人隊長のしもべの癒し (8:5-13)

3. ペテロのしゅうとめの癒し (8:14-17)

ここまでの締め括りに、イザヤ53:4（「彼は私たちの病を負い、私たちの患いを担った」）が引用され、イ
エスがメシアとして病を背負う救い主であることを強調します。
その後、弟子志願者とのやり取り（8:18-22） が挿入されます。

2. 第二の三連（マタイ8:23–9:8）  

1. 嵐を静める (8:23-27)

2. ガダラ地方の悪霊追い出し (8:28-34)

3. 中風の人の癒し (9:1-8)

この三連も終わったあと、マタイの召命物語と断食に関する論争（9:9-17） が置かれます。

3. 第三の三連（マタイ9:18-34）  

1. 会堂管理者の娘の回復と長血を患う女性の癒し (9:18-26)



2. ふたりの盲人の癒し (9:27-31)

3. 悪霊につかれて口のきけない人の癒し (9:32-34)

ここで一連の奇跡物語が締めくくられ、「イエスは村々を巡り歩いて…宣教し、すべての病や患いをいやさ
れた」(9:35要旨) という総括へとつながっていきます。

構造上の特徴  
1. 三連×三ブロックの対称性

合計9つ（または10の）奇跡が、3つずつの塊として構成されている。
それぞれの三連のあとに弟子の召命・教えに関する挿話がはさまれる構成になり、「イエスの権
威ある行為（奇跡）」と「イエスに従う弟子の在り方」が交互に提示される。

2. 多様な奇跡の描写
ツァラアトの清め、悪霊追い出し、自然を支配する奇跡、死者の蘇生、出血の女性の癒しなど、
あらゆる領域にイエスの権威が及ぶことを鮮明に描いている。
特に汚れ（ツァラアト、死体、出血）や異邦人（百人隊長）への関わりを含むことで、イエスの
救いが当時のユダヤ社会において「境界」とみなされていた領域や人々へまで及ぶことを強調。

3. イエスのメシア性の段階的啓示
それぞれの奇跡が旧約預言の成就やメシアの権威と関わる。
8–9章は特にイザヤ書の預言（35章や61章など）との繋がりを思い出させ、「神の国の到来」
「メシアの活動」 が現実化した様子を具体的に示す。

意義  
読者の信仰形成: これほど集中的かつ多彩に奇跡が記されることで、「イエスこそメシアであり、神か
らの権威を有する方だ」という理解が揺るぎなく形成されるように構成されている。
物語全体の転換点: マタイ福音書7章まででイエスの教え（山上の説教）が展開されたのち、8–9章では
イエスの権威ある行為が示され、次の10章で弟子たちを派遣していく流れが生まれる。つまり8–9章は
イエスの働きが大きく広がっていく前段階として位置づけられている。

まとめ  

「マタイ福音書の三つの三連の奇跡」 は、マタイ8–9章で描かれる一連の奇跡物語を3つずつまとめた
合計9つの奇跡（あるいは10と数える立場もある）の構造を指します。
それぞれの三連の間に弟子に関する挿話（弟子志願者、マタイの召命、断食に関する問答など）が配置
され、イエスの権威と福音の普遍性が段階的に明示される構成となっています。
こうした独特の編集構成を理解することで、マタイが強調したかったメシア像と神の国の到来がより立
体的に把握できます。

 

モーセも教えとわざで民を導きました。山上の説教の教え



モーセも教えとわざで民を導きました。山上の説教の教え
と、奇跡物語は、イエスが新しいモーセであることも表して
いますね。
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おっしゃるとおり、マタイ福音書はイエスを「新しいモーセ」と位置づける文脈が随所に見られます。特に
山上の説教（マタイ5–7章）の教えと、続く奇跡物語（マタイ8–9章）とを組み合わせる構成は、「イエスが
教えとわざの両面で民を導く新しい指導者」であることを示唆します。以下、簡単にその主なポイントを整
理します。

1. イエスを「新しいモーセ」と示す主な要素  
1. 山上の説教（マタイ5–7章）とシナイ山での律法授与

モーセはシナイ山で神から律法を受け取り、イスラエルの民へ告げ示しました（出エジプト記19–
24章）。
イエスは山の上で大勢の人々に教えを語り、「あなたがたはこう聞いているが、しかしわたしは
言う…」という形で、新たな権威をもって解釈と実践の道を示されます。
これによって、イエスの教えがモーセの律法を完成させ、かつ超越する新しい律法の授与のよう
に描かれています。

2. 五つの大きな説教ブロックと五書の対比
マタイ福音書には大きく五つの説教ブロック（山上の説教・宣教の派遣・天の御国のたとえ・教
会共同体の教え・終末説教）が区分されると言われます。
これはモーセ五書（トーラー）を想起させ、イエスの教えがトーラーを受け継ぎつつ成就してい
ることを強調する、編集上の配慮だと考えられています。

3. 出自・誕生物語のパラレル
モーセは殺害令（男児殺害命令）から逃れる形で誕生し、後にエジプトから導かれました。
イエスもヘロデの幼児虐殺から逃れ、エジプトに避難したあと、再びイスラエルに戻ります（マ
タイ2章）。
こうした構図が「出エジプト記」のモーセのドラマを想起させ、「イエスはモーセに類似し、か
つその使命を受け継ぎ完成する存在」であることを暗示します。

4. わざ（奇跡）による民の導き
モーセはエジプト脱出時の数々の奇跡（十の災いや紅海の分割）や荒野での奇跡（マナ、岩から
水など）を通してイスラエルを導きました。
イエスもマタイ8–9章をはじめ、嵐を静める、病を癒す、悪霊を追い出す、パンを増やすなど、自
然・病・霊的領域を支配するわざを行われ、民を救済に導かれます。
こうした奇跡に続き、マタイ14章・15章のパンの奇跡は、荒野で与えられたマナを想起させるな
ど、さらにモーセとの重なりを感じさせる要素となります。

2. 山上の説教の教えと奇跡物語の結びつき



2. 山上の説教の教えと奇跡物語の結びつき  
マタイ5–7章（山上の説教）: イエスの徹底した倫理観・律法解釈・神の国の価値観を宣言する場面。
マタイ8–9章（奇跡物語）: イエスが実際に力ある行為をもって人々をいやし、清め、命を回復させ
る。
この構成によって、「真の権威ある教え」と「神の力を具体的に示すわざ」の両面を備えた指導者像と
してイエスが描かれており、モーセ像を想起させつつ、イエスがさらに偉大なメシアであることを強調
していると言えます。

3. 新しいモーセとされるイエスの意義  
1. トーラーの完成者

イエスは「律法や預言者を廃棄するためではなく、成就するために来た」（マタイ5:17）と宣言
されました。
モーセが授与した律法の根本的精神を、イエスが成就し、新しい段階へと導いているというテー
マが強調されます。

2. すべての民の救済へ
モーセの役割がイスラエル民族を中心とした救いであったのに対し、イエスの宣教は異邦人にも
広がっていきます（マタイ28:19「すべての国の人々を弟子としなさい」）。
こうした普遍的な救済の広がりも、モーセの範囲を超えた新しい出エジプトとして捉えられるこ
とがあります。

3. 旧約の型とその完成
「モーセ-イエス」パラレルは、旧約の偉大な指導者がキリストにおいて完成するというマタイ神
学の重要な一面を示します。
イエスは単に第二のモーセに留まらず、ご自分の権威で律法を解釈し、神の国を現実化し、人々
を新しい出発へと導く存在として描かれます。

まとめ  

マタイ福音書におけるイエスの教え（山上の説教）とわざ（奇跡物語）が並置される構成は、モーセと
イスラエルの民の物語を連想させます。
とりわけマタイは、イエスを「モーセを超える真の指導者」「トーラーの完成者」として描いており、
律法の精神を満たす新しいモーセ的存在という図式を示唆しています。
こうした編集・構成によって、イエスの教えとわざの両面から「神の国の到来」「メシアの権威」「世
界的な救済」へと物語が展開していくのです。
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